




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































比 . 絞 自分の考えや仕事と他のものとを比較する
E 仕事の行きづまり 学ゆ習きづの過ま程る場に合おいて経験の不足や用兵の不足から，学習が
'} 











































て大資体料での解き釈たがこ 。数簡てと子どもが絵主文を中心に「イ可を 。生問題会把を握「自分遥も誕し L、るのMεしよう J rどうして，こ しfこL、J

















教師の用いた方法 | 児童の反応・|所 見


























。「設をお祝凶るの~I XuOさんおと先祝生しのたんじよう で提 ら




。r今すすかぐ誕生会かでき li u、う聞いから，お視してやる入 I。経話験し合だ1いがF発Aだ的












の I4 資待の提供Y乙ついて l みきこさ λム
X酬は一部しか暗示を与えるよう |お|命
なもので子どもの説明や話し合い 1 i~1 t~l 
で作りあげる I r';:;1 I ，5"1" .fーコlはmI .-:・.:.1 (~ご三2
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|低学年 | 中学年 |商学年
1.具体的作業などによっ 11.話し合いの内容が事実 11. I前段経験のことでも教
て解決できる君、見の対| 上問題に近い切実な問! 師の助言で対立を起さ
立のh認を設定すれば可| 題であると有効である| せるとができる
能である 1 1 
怠 12.その湯で単純に解決で 12.教締は解決の見とおし12.対立を起させる根昔話を
| きる窓見の対立は可能| のできるような助言を| 明らかにすることが大
見| である | する | である
の I3.個人的な意見の対立を I3.教師と子どもの役割を 13.同左
| 教師が適当な機会にと| 明確にすることが必要
対| りあげる | だ
I 4.個Aの子供の興味，意 I4.対立のための見学は有 14.同左
立 | 欲を十分観念してから | 効な:条件である(現爽
でなし、と収姶つかなく | 認識と欲求のずれ〉














































































































け側 監孟国竺 目標 単元設定の根拠 阜フロき



































































































































































o 購買部に問題があると|すれば設が悪し、 |・組合が思い ¥ 
| |・組合員が緩い/対立のか，意見のある人か|ら発表してもら |
I I x売らないが惑いう I I 
↓ I x買わないのが悪い
-36ー































































(ロ) 実験単元の展開 (望ましい学習単元の展開〕 ※ 
第 13表 。第て学年 Hゅうびんやさん"
|単元|ゅうぴんやさん |叫 1月ヒト 1FrTw 































































































































































































































































































































































































































































いろある | 区資斜 | は各グノレーフ・毎に地図をみながらきき，疑
・みんなでいってきく I I 聞について討議しながら進めることが，自
・織がききに行く ・ | い | 分遠の問題として意欲的応学習していくこ






















































































































































































・同 上 | ることは一考古ピ要する
-越後と佐













































































































































































































































































































































































































(1) 社会斜椋合学力・ 問題解決能力・実験内容に関する レデネス調
査
(][) 国語算数能力・知能指数




































場件の条 砂1百，数穫の絵本，机， 都市別人口統計・ 実臨去に入る時，子ど





.‘ F も 『
-66ー.
一 旬



























































































































































































































































































































~nち，付)型では，いくつかの笑験グルー プがいるが， A と Bの関係的な
あり方をみるには都合がよい。しかしやや高次なものとなり，(吋型は付)
型に比べて条件がはっきりしているが単純であり，料型は的現に比べて


































































実験法I I生起させたい|i |問題意識 |
享一里竺|今 _______________~- -__I戸中 l__ =.!:___. . ..~. ... _..~... .l型 兵，
一 一一一1一一一一一了一一丁 一一一 一1一一一一一一
第 19運定
















































































l' (新潟，金沢，松本，高知， ) AI・気候関係資料{岡山，旭川 ↑を同時に黒板に貼布する
I l全国気候図く掛図) ) 





























実験の場所 | 五年総組教室 |時間 I!k;;¥¥後 40分間
第 2'1表
A グループ















































































































































































































としており， な学奮 闘 ている
論 b Aグループ関の.7学係刷習的工総思を進考合的のめjにるl限佼序うがえ逆に無に理なっているためか子が供さの心結が十府分内と





























































































































































































































































































基 本 書買 査 教育的観点 i解決すべき問題















間 ab) 生消産費…- 評に価関すetるc 
@ 
題 cd) ヌ;化族… 質問紙法
生徒の 家 … 呼名・家 個別質問 同 上
意識調査
領 e)政治… 村の将来 観察
被
① 事
お:遺耕E擁書議嬬E・草Fi霊議iZ宇Z佐露長久カ江由; 作観関 接ー察 省略生徒の
他臼人の言話コι己

















































































































( i ) 全調査人員390の中，農業を営むものが226名で約58%，即ち農業を験業
とずるものが過半数を占めており，半重量半商というよりは，農業を中心とし
.た生産的傾向にある地域に立脚した学佼という風に見てよいと思われる。


















れども，中々現実はそうであるまいと3歌える o 自由・ .~答を裁くおユ会科芋
習に於て，先ず考慮されなければならない問題であろう。
。|典明日てみると | 

































































晃|女 |男|女 男|女 男| 女 [
自分からする% 19 22 74 65 88 
































ほめられる I 35 

























担者当I生参加産のへ仕方の|卜仕す 事る に認 識対I生す 産る 偲に 対鍛I労社働会に的対自す覚る
いつも家家ら能事に動的い的なる 楽仕事天的な態度で
家の義庭貧務困教育と父母I良く玄えば臼己の立場





落 来それの為は本だ人かはら将と いる それはを活中をやってい家とい'う概念の くということに
立包いそな趨っべらうてな上のしいなけ書線ると留れが1恩5第2 ば， 
ば」 主笥深切〈考って 上に立って 何な 対しては働くことが~




えるがす れ 生 に れねばならぬの
うさせているの てしまう。 している 従窃 かというようなことに
である。 。 関しては楽天的とい うか，余り深い感覚をも
っていない。
事だか な ら う 別にじていない
農ま伝札て家加いゆ』直ではふるく技連は1きら事いな量そ産い0のとうた手のいしじ 且上の醐Jよら水，う仕なf〈仕岩主 直接L申生産指ア勤習で 従うっ特て労働感の意義もそはそう はっきり'した意在し1"。鵠とってはl
いし 義は感じていな ~か余 単すぎる
Ef BJE ?らい峨だと いらしく，なぜか主知れなヒ、。黙母i
思っている。ふ 3苦手伝をするか IがxいつけQ のだか格
と水くみを挙げ きそう じは時々 qとのし問なにけは別何とも云わないが時
ている。そして いやになるが， I "rたピ れ荷はほめてくれる時も!
13 辺 それは大てい云氷くみは余り感 ばならない か |あり 3 自がは丁度よ
いつけすられずに じないと云って ら」と習慣的にい仕事量だと思うと答
帽で る. いる。 時なっげていているると。;1空えら襲れているt.るt。tけiZだTL剥Zl| l
Mtibま引けを時々融自分顎 | いいつけられる るのだから




















































































































































単元名|民主々畿の発展 |題 目|この課を学ぶ心得 |失施日 14.83B l記録者 |波 辺
実験主題学|踊 11絞生徒殺の状ぎ態によって，J~*サ γ ス1切の人間と現代人M針発見させ，なぜそういうちがいがあらわれてきたかを生せる。











f牛 グきかな ったグこと口ぐせの .ーよ5に言われ，彼等はひそかに不
安をいだいている。
内 容 目鼠 序 I J~ 態 ! 方 法 反 応 所 見




，・それではどう L、う顔か。 挙手指名 . ~買を指しながら暗示的に -女沈子黙
やはなり匂軍。けまると軍ま彼でたを之ず等発はが』がか表入が簡jもし無っ少単しうさ邪になてしう'という
. " 4-5名直に、る挙顔手で ょう 問分くる。. " srほほえんでし す」 -この辺 いか
-とれが昔からナグ討足の会微音量笑科k 
教師による補説 司 -沈黙 けでい 析くが
い的人現たのきどを婦わ微に代たう人見遜れ女笑のしれ性のだてじ之亡ば笑いてのろと，るAが初断で，め 学る
. " 深くな まいl五る百問雨いか宮け了IW一 -はずかしみ?もf、あって3 だま かない 等発 気に恩性め つてはいる ，みんな顔を ったこ なL、。
いあること 上げ気聞て好がく奇な悶をかがやか






んなちがし、がで レクチヤ[ してい注，る沈」目 的だ」 -こうした段階けは 料 ないう。 -みんな し，問L、かなどでは到底

































































































































































































































吋叩叩口""'^'"x .... 山 0"仇→生自
補説 I 1/ I 1/ I " 起然
I I I '" tこ
3.2.3.2. 実 験 策 {牛


















































































































































































































単元|開 111~~~ 経…ト験日|昭苅 1 0. 14 1-示。 00 。












































































































































































阿部)i慎 一 80 I i i I ; i I o 
2 弁 上主治 7.0ハ jqjo 
3 岩 崎美智雄
100一寸-十j。ー寸十! 【oー ムー!ー 一一一一寸i 4 上回新 也 100 I P 1; 1 i i 1 + 1 H. R書記
6. 小野 央 90 11 0!(+ 
ト一一
I1 佐藤室経 1001 : 01 1 i i 1 + 
12 佐藤光男 801 ; : 10 
一←一 一一
60 I ! i I ! : 1 ! d--= 13 島津進
一 一14 盛岡昭夫 1000: H.R委員長
17 原田 清 70 ー 唱
18 藤崎.与ー 100存20 筑間徳四郎 90 
22 矢部政一 ，~ : 。一 9一ーで;ー一:一ー 一ーーでーa ー・
29 大野幸子 120 牛 H.R副委員長
ァーー




32 北上美智子 100 +' 
33 小 山順 子 + 一3う 坂井 ユキ 90 (1 0 ー ーー
36 佐藤圭子 90 
38 島津:玲子 70 1: 1; 
ナーiOー!
39 田中ミ Y 100 I ! 01 ! 4 
H 町屋京子 80 I i i I j 一一(一。:
トー ー i 
45 米回裕子 90 I j : I o 一， 
-119-
第 32表
第 3学年 B組 Bグループ生徒資料
番
知能霊 成 績苑姓 名
長4占干|長可夏号-
7 小林 ・カ 10I n I i i I i 
8熊倉昇 llO 一+ 
日斎藤 治 70I : : I i :0 
10 佐藤信-I 90 I ~ 0 : I ' !I + 
15 鐙関 守 60 j i | 
IG難波等 70
19 藤田一雄 80 ;:! +| 
竺 山 稜率 夫 剖 0 一 |
:l4 米岡部 男 田ー←1÷i1合一G一口-ー←ト一-← io -25 渡辺義男 100 ! ?τ 
26相同稲田 ; 一-1。L」 1 
27 明 典子 1F向7 i i 1 
28 氏問千代子 90 :oi +1 . 
34 坂 井 正子 100 0 1 
37 沢 口 幸 子 100I q I : : I i l I + I 
1F岡 村 与志野 100 0; :! ?-
ーーァー-i-I_:_i_ー
41 戸松怒子 801 ; i I 0 .・ 一
刷〈ii 一 一42 中村 ひろ子 : I i一t +' . 
一 一一 ーー
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匁I0 1 2 ヨ 4 5 6 7 8 " 10 1/ /2 13 /d 15 
第 B図











の の aη 
17 ぽE暗1 fl. 品『 P.'1 il 瑚/6 
/S 
14 
13 - ~ 12 j、IT . J八
10 !'l~ q li g 




/ノ ‘・3 " 2 /へ.'-.....L.J 同斗 . ， f ，- -.a ， f 
Z戸2 3 4 5 6 7 。F 2 2 。s 2 3 4 5 
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第 34 雲監 務 / ツLープ(話し合いを交いた補説)23名1価 1 ¥8グ;1.-~プ(教科宮中心の補税) 21名j
I I Aグ;1--プ IBグループ
項目| 生徒の意見 |上凶作|τ同Tf
今回の学習卜よくわかった I 1 I -， I 2 I 
マの戚綬 1・細かくゆっくり教えてもらったので身に II I I 
，回出 2 ついた I I I ! 
・考えたりしてためになった I I 3 1 1 
・問題をくだいて説明しそもろうと，考え I I 1 I 2 I 
られるし，わかる I I I I 



























2 I 2 
2 
2 
. 泰錨産家漫無のこ也免轟たを家庭の村容ち縁の生のくわ活生との結産農箇産のし家の改の《径議l仕善kし請諸方らく室家べにみとっの民るに之関連について 2 I I J 
J I 2 1 J 




2 I I 3 
どんな方法 ・議!うにしてやったらよい :; I 5 I 2 I :.!I 2 
で学習して 心にしてやる I I I I I I 2 
を先生なをことグり教後いル皆とをでえのし組話見はてよ7i会先るもしう5合体生にζらにい2でしうとらべる I I ! I I 2 
いったらよ ・ しっか たい 2 ， 2 
L ふ ・ 出ートー して I I 11 I 2 
'7.i'" I • 実，ふ際問題の J I I 2 
-グループでや 話し合う I I I 2 







































l γ JAグノレ【プは 教科書を中心に研i る，その地撲の人々の対決の仕方を知るためtc~Ë グノトプは教科書外の資料や
j 究書準める (続税))"と「より，その理解のしかたや，問題のも・，! 地凶乞中心に研究を進める〈檎説) J'- ~''-
i ち方を比較する。
-124ー
二、 理 解内 容








A グル 7" 
。今年の量豊作→食縮輸入→東南ア i資料






























!ィγ ド汁半島の国hはどう Ii 
して輸出米が多いのだろう | 



















ー米作で日本とちがっている点 : " 
は何か。










































0・Lr-+-t' I ! I ! ! ! I J """"0 
123456守 Bq I(J /111 I 














1946-47年 1947-48 1948-49 [950-51 195[~52 











































l ・ "'，.;， ""'-= 1" 1=1 1値民地化さ.ました東洋 1<;trlfd. <:r 1 
単元 |近代建築時代|題目 西洋の近代化と議>1実験日間1.1. 27 
































































































































































































































































































































・農民の苦しい生汚 (6) .] I・農民の苦しさ (6) 
・農民は年買をとられ苦しんだが，生産を|・農民は苦しいながら団結してー撲に畿








































































































































































































































































































































































































・全般的な企画と研究の執筆に当った所員 日浦儀 一 郎
.実験学授の資斜をま主めて執筆した教師
和納小学校 中村秋B!~ ・ 石添徳治 ・ 小林三喜男
阿川中学校 背木繋也・ 大海陸失・渡辺昭策
なおこ‘り執筆にあたっては，結論で記した関係所員や関係教師が絶えず協力
した。.
-140-
